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【内容】

東大阪市の救急搬送の現状
当センター救急外来への搬送の現状
実際の症例
高齢者の病院受診の判断
アドバンス・ケア・プランニング(ACP) について

参加者：院外26名､院内29名
アンケート結果(回収率78％）
関心度:あった､かなりあった79％
満足度:した､かなりした86％
認識度:あまり知らなかった60％
理解度:できた､かなりできた83％
役立つか:役立つ､かなり役立つ74％

院内・院外の意見
･高齢社会における救急医療の現状がよくわかった
･独居や、認知症の方の自己決定について考える
機会が増えている。 病院として早急にACPにとり
組んで欲しい
・救急搬送とACPの関連を学ぶことができた
･在宅支援の上で役立つ講義だった

写真を

入れてください

市立東大阪医療センター 専門・認定看護師会

高齢化社会において、地域全体で、
ACPに取り組む必要性があります。

75歳以上の高齢者は東大
阪市の人口の約15％
救急搬送の6割を占める

いつもと違う徴候があれば、
早めに医療機関へご相談ください。


